
 

令和 7 年度第 2 回  

定期巡回・随時対応型訪問介護看護医療連携推進会議 議事録 

 

開催日時 令和 8年 3月 13日（金） 14：00 ～  

開催場所 日見やすらぎ荘 1F 会議室 

サービス種類 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

参加者 ・連携先看護事業所 1名・地域包括支援センター職員 1名 

・施設管理者 1名・定期巡回管理者 1名・定期巡回職員 1名 

郵送者 ・地域住民 1名・医療関係者 1名 

・利用者家族代表 1名福祉に関して知見を有する者 1名 

 

登録者数 

(2月末現在） 

 

男性  2 名 

 

女性  5 名 

 

合計   7 名 

 

要介護度 
要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

4 名 3 名 0 名 0 名 0 名 

 

１．次第 

（１）開会 

（２）出席者の自己紹介 

（３）事業所の運営方針の報告 

（４）活動状況、利用状況報告 

（５）ヒヤリ・ハット、事故、苦情報告 

（６）意見交換、質疑応答 

（７）閉会 

 

２．内容 

 

活動報告 

・資料に沿って、利用者内訳・新規利用者の利用開始の経緯・利用終了の経緯・R7.8～

R8.2の利用者数推移・R7.7～R8.2の月別訪問回数・R8.2末時点での派遣スケジュール 

・やすらぎ荘の定期巡回の状況・他事業所の定期巡回の状況・今後の計画を発表。 

・定期巡回連絡会でアンケートを実施しており、回収できた中からでたメリットとデメ

リット及び利用した事が無い理由の発表とケアマネジャーの認識についても発表。 

 

 

 

 



ヒヤリ・ハット、事故、苦情報告 

内容 特になし。 

 

改善策 今回の資料や対応等についての意見なし。 

 

 

意見交換、質疑応答 

意見 ・連携先訪問看護事業所様から 

現在看護で介入している方の中で、介護も頻繁に介入した方が良いと思う方

がいる。ケアマネジャーからも話が上がっているが、金銭的な問題で受け入

れてもらえない方もいらっしゃる。 

・利用者家族代表様から 

定期巡回に切り替えた事で、一人暮らしで心配な母の報告を受ける事ができ

本当に助かっている。 

質疑応答 ・地域包括支援センター様から 

Q1 資料の中に訪問看護とは連携型にて対応とあるが他にもあるのか 

A1 一体型と連携型があり、一体型は同一法人や一緒の建物等で行う方法で、

連携型が別の事業所に依頼し対応する方法。看護事業所は、アセスメントや

アドバイスのみの人や介護とは別に看護として対応にあたる人もいる。 

Q2 それでは、資料にある派遣のスケジュールは看護も組み込んだ物になる

のか？ 

A2 現在の利用者はアセスメントやアドバイスのみの方でもあるので介護の

みのスケジュールになる。 

Q3 夜間帯は同一法人にオペレーターの依頼と訪問介護員を併設の職員に依

頼しているが、出動等はあるのか？こちらが夜勤の際に鳴った場合はどうし

ているのか・ 

A3 事業開始して本当に必要な出動は数える位であり、ほぼ無い状況。夜勤

にあたる職員の心労等を考えるともう少し緩和して欲しい思いはあるが、国

が定めるものである為どうしようも出来ない。 

 

３．その他特記事項 

・次回開催日程の伝達。 

・地域で合同の会議がある際は、事前に教えて頂ければと包括に依頼。 

 

 

※公表方法【 ホームページ ・ 事業所内掲示 ・ その他（       ）】 


